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Ｓ造耐震診断で必要な設定(その１)

剛床解除(独立水平変位)剛床解除(独立水平変位)
山形フレームなどのはりの拘束効果が少ない架構では

適宜、剛床解除が必要。

a)剛床で計算した場合 b)剛床解除で計算した場合

【操作】

剛床解除によって長期応力状態が改善

a)剛床で計算した場合 b)剛床解除で計算した場合
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【操作】

メニュー：構造計算共通条件‐>モデル化‐>独立水平変位

概要編マニュアルＰ84～85 「構造モデルの基本事項 3)剛床の仮定」



Ｓ造耐震診断で必要な設定(その２)

剛床解除(独立水平変位)剛床解除(独立水平変位)
長期応力が変わったため、ヒンジが起こりやすくなり、

保有水 耐力は大幅 低 （保有水平耐力は大幅に低下（１Ｆ1433kN→1037kN 
２Ｆ 1112kN→599kN）

剛床 計算した場合 剛床解除 計算した場合

剛床解除によって適切な保有水平耐力を得ました。

a)剛床で計算した場合 b)剛床解除で計算した場合
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【マニュアル】

概要編マニュアルＰ84 3)剛床の仮定



Ｓ造耐震診断で必要な設定(その３)

剛性率 偏心率計算

剛床解除を行った場合にFeが1.0→1.5(異常値として最大値)となりま

剛性率、偏心率計算

す。理由はデフォルト設定では主剛床位置を計算対象としているため
です。以下のように計算条件の変更が必要です。
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【操作】

メニュー：許容応力度等‐>許容計算ー剛性率・偏心率‐>剛性率、偏心率計算条件



Ｓ造耐震診断で必要な設定(その４)

剛性率 偏心率計算

屋体基準Ｈ18版の精算しない場合の設定を行う場合は

剛性率、偏心率計算

Ｒｓ、Ｒｅを直接入力して下さい。
屋体基準Ｈ18版
Ｆｓi 1 5(下層部がRC/SRC造 上層がＳ造)Ｆｓi  1.5(下層部がRC/SRC造、上層がＳ造)

入力例入力例
Rsi = 0.3で、Fsiで1.5と
なります。
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【操作】

メニュー：許容応力度等‐>許容計算ー剛性率・偏心率‐>剛性率、偏心率の直接入力



Ｓ造耐震診断で必要な設定(その５)

接合部接合部

■保有耐力接合として母材だけの耐力や靭性指標を計算
接合部符 部材符 割 接合耐 を考慮□接合部符号の入力と部材符号の割付によって接合耐力を考慮

デフォルトでの扱い

接合部耐力は詳細な情報が必要なため、計算が困難なことや計算の簡便性により保有耐力接合として部材耐力
や靭性指標計算を行います 詳細な計算を行う場合は接合部の入力を必ず行ってくださいや靭性指標計算を行います。詳細な計算を行う場合は接合部の入力を必ず行ってください。

a)接合部の入力なし

b)接合部の入力あり

はり継手入力注意点
プログラムでは継手位置でヒンジが発生した場合も考え、継手耐力が小さい場合は継手の靭性指標を

採用しますが、ビル建物などで継手で決まらないことを確認してあえて入力しない方法もあります。
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【操作】

メニュー：基本データ入力‐>接合部‐>はり接合部名称
メニュー：基本データ入力‐>接合部‐>柱、ブレース接合部名称



Ｓ造耐震診断で必要な設定(その６)

保有水平耐力計算条件保有水平耐力計算条件

■地下階・塔屋階を含めた全階
□ ザ 指定□ユーザー指定
デフォルトでは全階数ですが、塔屋階や混構造を含む場合は計算対象階をS造の地上階のみに設

定してください。その理由として増分解析では塔屋階の剛性・外力分布が急変するため、塔屋階の
変形で終局時状態と判定され 適切なQ が計算できない状態が多いからです変形で終局時状態と判定され、適切なQuが計算できない状態が多いからです。

● 曲げヒンジ

a)塔屋階の変形で b)地上階の変形で

9

【操作】

メニュー：許容応力度等‐>保有計算ー保有水平耐力計算条件‐>計算条件

a)塔屋階の変形で
Quが決まった例

b)地上階の変形で
Quが決まった例



Ｓ造耐震診断で必要な設定(その７)

保有水平耐力計算条件保有水平耐力計算条件

■支点の浮き上がり、圧壊を考慮する
□支点の浮き上がり、圧壊を考慮しない
デフォルトでの各耐力の扱い

・浮上り耐力 ・・・ 耐力を０として 基礎重量や杭の引き抜き耐力を考慮しない・浮上り耐力 ・・・ 耐力を０として、基礎重量や杭の引き抜き耐力を考慮しない。
・圧縮耐力 ・・・ 長期支点反力の３倍

→危険側にならないように下限値を採用

注意点
Ｓ造建物では重量自体が軽いため、耐力が

小さい。特にブレースの変動軸力で早期に支点の
破壊で決まり、不釣合い力が生じやすくなります。
適切な値を直接入力することをお願いします。適切な値を直接入力することをお願いします。
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【操作】

メニュー：許容応力度等‐>保有計算ー保有水平耐力計算条件‐>計算条件



Ｓ造耐震診断で必要な設定(その８)

保有水平耐力計算条件保有水平耐力計算条件

□層間変形角
■層間変形角、脆性破壊の発生のいずれか
Ｓ造部材において脆性破壊は以下となります。
（１）伸び能力がないアンカーボルトの露出柱脚曲げ降伏（１）伸び能力がないアンカ ボルトの露出柱脚曲げ降伏
（２）露出柱脚のせん断破壊
（３）幅厚比・保有耐力横補剛を満足しない部材の曲げ降伏
（４）横座屈曲げ耐力で決まる部材の曲げ降伏
（５）非保有耐力接合となる部材の曲げ破壊・せん断破壊（５）非保有耐力接合となる部材の曲げ破壊 せん断破壊
デフォルトでは屋体基準Ｈ18版Ｐ8の記載と合致する。

注意点注意点
建物が全体崩壊系のヒンジ状態を得たい場合は

層間変形角にする。もしくは解析モデルを節点振り

分け法に変更する分け法に変更する。
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【操作】

メニュー：許容応力度等‐>保有計算ー保有水平耐力計算条件‐>計算条件



Ｓ造耐震診断で必要な設定(その９)

保有水平耐力計算条件保有水平耐力計算条件

・終局時のＣｏ値＝0.4
地震時応力の２倍を終局時応力と仮定してＳはりの横座屈曲げ耐力や

Ｓ造露出柱脚のせん断耐力計算を準備計算として行います。

補足補足
仮定した応力状態が大きく異なる場合は出力「U-4.2.4

水平せん断力係数」を参考に直接入力して下さい。

・保有耐力の集計
Ｄランク部材のＡ～Ｃランク部材のα倍して加える

総合耐震診 集計方法を参考 デ 終 時 定条件総合耐震診断の集計方法を参考。デフォルトの終局時判定条件ではα＝
1.0として保有耐力計算結果の単純和となる。

注意点
終局時判定条件が「層間変形角 は とし終局時判定条件が「層間変形角」ではα＝0.7として

計算するので、単純和とする場合は直接入力して下さい。
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【操作】

メニュー：許容応力度等‐>保有計算ー保有水平耐力計算条件‐>計算条件



Ｓ造耐震診断で必要な設定(その10)

耐震診断計算条件耐震診断計算条件
・Ｓ造耐震診断の準拠基準

■96年版耐震診断指針 □2011年版耐震診断指針■96年版耐震診断指針 □2011年版耐震診断指針
□文科省屋体基準

建物の特性・用途に応じて変更してください。

・節点の靭性指標計算方法
■最小値
□塑性変形性状を考慮

デフォルトでは安全側な配慮と結果確認の容易さより最小値を採用。

・階の靭性指標計算方法階の靭性指標計算方法
■自動 □最小値
□重み付き平均値 □自乗和平方根

デ ト 自動 は 年版 造診断指針 に従 最小値デフォルトの自動では2011年版Ｓ造診断指針P76に従って、最小値
となる靭性指標が1.5未満は「最小値」を、1.5を超える場合は「重み
付き平均値」を採用。

※これらは必要に応じて変更してください。
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【操作】

メニュー：耐震診断‐>計算条件‐>耐震診断計算条件

※これらは必要に応じて変更してください。



Ｓ造耐震診断で必要な設定(その11)

柱はり接合部パネル柱はり接合部パネル
・Ｓ造柱はり接合部パネルの扱い

■剛性は考慮しないが 曲げ耐力を略算的に考慮■剛性は考慮しないが、曲げ耐力を略算的に考慮
□剛性・耐力共に考慮

デフォルトではＳ造診断指針P41を参考にパネルの曲げ耐力で保有水平耐力Quが上限付けられる場合を考慮
して耐力だけは考慮されます。もしもパネルによる要素で決定したくない場合は、直接入力での対応可能です。

【操作】

メニュー：構造計算共通条件‐>モデル化‐>モデル化条件

・Ｓ造柱はり接合部パネルが日の字柱のパネル板厚の扱い
■Ｈ形として算定(カバープレートを考慮せず、ウェブ厚を採用)
□箱形として算定(カバープレート厚を採用)

デフォルトでは施工に問題あるケースが多いため、安全側としてウェブ板厚のみ採用します。

【操作】 a)Ｈ形として算定 b)箱形として算定

赤部分は採用板厚を示す。
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【操作】

メニュー：基本データ入力‐>接合部‐>柱はり接合部断面番号

※これらは必要に応じて変更してください。
メニュー：基本データ入力‐>接合部‐>柱はり接合部断面番号の配置


